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市長と教育委員会は、教育についての施策などを協議する総合教育会議を9月 25日に開催し、

特別支援教育について、意見交換を行いました。

教育委員からは、「(仮称)特別支援教育推進チームの設置は、横断的なサポートが可能な新組

織として有効」、「児童生徒だけでなく、

保護者支援も重要であり、地域社会に

も啓蒙し連携する仕組み作りも重要」、

「サポート体制強化により、経験や免許

のない先生が問題を抱え込むことがな

いようにしてほしい」、「支援員と介助員

の活動場所や役割の違いについて再検

討してはどうか」、などの意見が出され、

市長と活発な意見交換を行いました。

この会議で出された意見を取り入れ

ながら、特別支援教育の充実に努めて

まいります。

近年、全国的な傾向として児童生徒数が減少している一方で、特別な支援を必要とする児童生徒

数は増加しています。大垣市では、ここ10年で、特別支援学級に在籍する児童生徒数は約1.8倍 に、

通級指導教室に通う児童生徒数は約3倍になりました。これは、社会全体で特別支援教育への理解

が深まり、一人ひとりの特性や必要な支援に目を向けるようになつた証と考えています。

市では、特別な支援が必要な児童生徒の個性や長所を伸ばすため、通級指導教室での指導、特別

支援学級での学習など、それぞれの特性や状況に応じて適切な学びの場を提供するとともに、特別

支援学級と通常学級の児童生徒が一緒に学ぶ機会を設けることで、互いの理解を深め、多様性を

尊重する心を育んでいます。

また、就学前からの切れ目ない支援を重視し、幼稚園や保育所、医療機関、福祉施設などと連携

して、早期から一貫した支援体制を構築することにより、児童生徒の成長に合わせた適切な支援を

継続的に行つています。

特別支援教育は、特定の児童生徒だけのものではありません。今後も、すべての児童生徒が互い

の違いを認め合い、共に成長していく環境づくりに努めてまいります。
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総合教育会議 市長と特別支援教育について意見交換を行いました

大垣市



奥の細道むすびの地記念館

ピコッチ人権啓発キャ法務省

Ｆ
ト
＋
′Ｃとに

ヽ
ノ
イｕ
．
」ブ[)｀

'ヨ
任
口匡

9

05

a

2目丁
Ｘ

ｙ

Ａ

ｉｔ

内2大垣市丸503一丁

USU

の0-86

84
し

ｒ
ｉ
‥

82-638584(直通)‐8022(05TEL Ｆ
‐
　

Ｃ＠

74

U pg‥́ＫkkyOaEm
じゃ

Ogａ―́ＫmyO

〈
〓
］員

おしゃべリサロン「いつぱ」は、小中学生の保護者の方を対象に、子育てについて

気軽におしゃべりするところです。

子育てにおける相談は、学校の先生や専門家に任せることも必要かもしれま

せん。しかし、そこまでいかなくてもちょっとしたことを聞きたい、相談したいと

思うことはたくさんあるはず。そんな保護者の方たちの応援隊として、先輩ママ

や保育士、教員OBなど市の家庭教育支援スタッフが、お話し相手になります。

小さいお子さんを連れての参加も可能です。
おしゃべリサロンの様子

■ 開催日 :毎月2回 (平日と土曜日)、 夏休みは6回

11/7(木 )、 11/16(土 )、 12/13(金 )、 12/21(土 )、 1/9(木 )、 1/18(土 )、
2/3(月 )、 2/15(土 )、 3/5(水 )、 3/15(土 )

■ 時 間 :9:30～ ]]i30(この時間内ならいつでも来ていただけます)
■ 場 所 :スイトピアセンター学習館4階 幼児活動室
■ その他 :参加費、事前申込は不要

■ お問い合わせ : 社会教育スポーツ課(TEL 47-8039)
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